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石 川 県 にお け る 最 近5力 年 間 の

結 核 の 推 移

金沢大学医学部日置内科教室

石川県衛生部医務課

高 崎 秀 雄

(昭和28年10月13日 受付)

緒.言

わが国の結核 死亡率 か,昭 和20年 の入 日1万 人 に対

する28・2人 を頂点 と して2,3年 の間 に急速 に減少 した

ことは,保 健所網 の整備,集 団検診 の徹底,B.C.Gの 普

及,療 養施 設の拡充等,予 防的,社 会的保障の諸政策の

影 響に もよるところであ るが,叉 一面諸化学療 法,外 科

的療法の進歩,普 及 による影響を看逃 す こと が で き な

いo

石川 県 にあつては,昭 和12年 に結核死亡率人 口1万

対34・40を 最高 とし,昭 和16年 にもなお29・84と い

う高率 であつ た(こ の死亡率 は大正11年 以来 昭和17

年に至 る21年 間全因第1位 であつ た)が,昭 和16年

より特別計画 を樹て,結 核予防指定県 と して国庫補助を

得 て撲滅 に湛進 し,そ の5年 聞 に渉 る結核予防施策 によ

り,昭 和22年 には人 日1万 対19・47の 結核死 〔二率に減

少,全 国順位 も第18位 に迄降下 す るに至つたのである｡

この間に行 つた事業 としては,石 川県保健歌 の制定,

養護 聚落 の実施,出 稼帰郷 者の健康指導,教 員 衛 生講

習,市 町村民 の健康調査,生 活改薄 指導,衛 生地 区の設

定,街 頭 検診 の実施,栄 養品の 斡展,法 定外 在宅貧困結

核患者 の救護等 枚挙 に逗 ないが,昭 和26年3月 法律第

g6号 を以つ て結核予防法が公布 され るに及び,前 記特別

対策事業 の続行 に加えて,療 養費の公費負担鯛度 も新設

され,こ こにその結核対 策は格段 の進展を裟 して今 日に

及 んでいるG

す なわち更に将来 本県結核予 防対策 の完壁 を期せん と

す るには,再 びその後 における対策事業 の成果 を問 うこ

とは決 して無意義 に非 ざるべ く,加 えてその成績 は如何

に結核化学療だ、の進歩,外 科的療法 の音及が県内 におけ

る粘例 生病態 の推 移に改変 を来 し得たかを知 るよき参考

資料た り得 る もの と信ず る｡

調 査

調 査 方 法

昭和23年1月 よ り昭和28年3月 までの約5力 年間

に,石 川県各保健所長及び金沢市長 よ り石川 県知事に提

出された次の報告 書 よ り主 として調査 し,必 要 に応 じ各

保健所へ照会報告 を求めた0

1)人 日動 態調査令(昭 和21年 勅令第447号)に 基

く 「人 日動態 統計月報鼻

2)伝 染病畠出規 則(昭 和22年 厚生 省令第5号)及

び結核予防法(昭 和26年 法律第96号)に 基 く 「届出

伝染病及び結核患 者 日報」及 び 「届 出伝 染病 及び結核死

者 日報 」｡

3)結 核予防法 に基 くr結 核予防接種 年報1及 び 「結

核健康診断月報 」｡

4)厚 生省報告例(昭 和26年 厚生省訓 令第5号)に

基 く 「結 核患者収容施設」及 び1結 核集団検診成績 」｡

なお,患 者,死 者等 の数 につ いては,す べて 「伝染病

簡速統計作成要領」(昭 和23年6月 発 健第56号 通牒

別紙)に 基い て作成 された数 を計上 した｡蓋 しf伝 染病

精密統計作成要領」(昭 和23年12月 予発第1639号 通

牒別紙)に 基 く全国統 計の作成 には,厚 生省 において約

2力 年を要 しているので,石 川 県の状 況を全国 のそれ と

比 較す るのに甚だ不便を感ず るか らであ る｡

人日につ いては,全 国人 口は昭和25年 は国勢調査人

口を,そ の他 の年 は総理府統計局 の推計 人 口を用い,石

川県 人 日は次 に よつた、

昭和23年8月1日 常住者人 口

昭和24年12月31日 産業統計人 日

昭和25年10月1日 国勢調査人 日

昭和26年12月31日 産業統計人 日

昭和27年7月1日 住民登録人 日

又,以 下 「年」とあるは歴 年を以つ て,「 年度」とあ るは

会 計年度 を以つ て調 査 した ものであ るo

調 査 成 績

1結 核罹患状 況について

石川県 と全国 の結 核罹患状 況を比較 す るに第1表 に示

す如 くであつ て,罹 患率 は,全 国 では昭和23年 を最少

に漸次増加 し,昭 和26年 に最大 とな り,昭 莉27年 も

第1表 結 核 罹 患 状 況

1噛23鞭 和2坤 召和25鯛 和26年脚 塗
石 罹 患 数17,0267,7176,8187,2661Z688

川

県 罹 患 率74.680・77L276・080・6

全1罹 濾382・8・ ・14・U・9・3528・832}59・ ・662586・65・
　 ま

国 罹 膵147・956・80S・6169・868・3

(註)罹 患率は人 日1万 に対 す る率 を示 ず
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第2表 年令別性別結核罹患状況
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(註)罹 患率は人 口1万 に対す る率 を示す

ほぼ 前年 と同率になつ てい る｡然 るに石川県 にあつ ては,

罹患率 の年次的な増滋 は見受け られないが,常 に全国の

それを遙かに上廻 つてお り,両 者の差は最 も紗 いときで

昭和26年 の6・2,多 い ときは昭和23年 の26.7と い

う隔 りを示 している◎

更に石川県 の結核罹患状況を年令別,性 別 に分類 した

ものが第2表 である｡す なわち,総 数 においては男女共

罹患率 の年次的 な増減は見受け られず,常 に男子 の罹患

率 が女子 のそれ よ りも高いが,年 令的 には15才 より34

才までの青壮 年層の罹患率が漸次 減少 し,特 に20才 よ

り29才 までの青年層 のそれが著明 に減少 し て い る 反

面,14才 以下の幼少年層及 び40才 以上の更老年層の罹

患率が漸次増加 し,特 に9F以 下 の乳幼児のそれは著 し

く増加 してい る｡し か し,依 然 と して20才 乃至39才

玄での青壮年層の罹 患率は他 の年令層 より高 く,昭 和27

年にあつて も全罹患数の半数は この年令層 で 占 め てい

るo

叉,性 別では青壮年層 における罹患率 の減少及び更老

年層 におけ る罹患率 の増加は,い ずれ も男子の方が女子

よ りも著 明である｡而 して,特 に15才 か ら24才 に至 ・

る間にあつて,昭 和23,24年 には男子の罹患率が女 子の

それ よりも高かつたのが,昭 和26,27年 には反 つて女子

の罹患率が男子のそれ よりも高 くなつている｡

皿 結核死亡状況について

石川県 におけ る主要死 因別死亡者数 と総死亡者 に対す

る率 を第3表 に掲げる｡す なわ ち,全 結核 による死亡率

は昭和23年 には12.7%で あつたのが年を追 うて減少

し・昭和27年 には8・5%と な り,aつ,昭 和26年 ま

では第1位 を占めていた結核死亡率が,昭 和27年 には

中枢神経系の血管損 傷｡老 衰｡悪 性新生物 による死亡率

一 一一23-一 一
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第3表 年別主要死因別死亡者数

年鮎

・
率詳 A昭 和23年 昭 和24年 昭 和25年 昭 和26年

～撰 数{ %

野 櫨 系の雌 甥1耀
物
核
核
患

磨
鷲

生

器

…
轡
疾
腸
腸

新
轟

性

鋤

悪
全
( 再
}

炎

全
胃
腸
肺
不
腎

,
炎

炎

散

ゼ

炎

一

の
旨
大

藩

ぎ
臓

二
ぴ

の
ネ

十
及

び

心
饗

慮
及

774
1,724

1,443

648

1,639

790

451

431

塁及び喜二指竪の噸

{

自
髄
赤
一先

膜
殺
炎
痢

300

426

133

159

17

ハり

7
`
7
尋
7
尋
ハO

R
V
6

に
り

器
廊

1の21

8
3

2

5
3

3

2

1

0

2
1

2

3

1

1

0

形
症
病
炎
気

奇
醗肋

尿
垂

天
即毒徹

糖
虫
脚

80
43

34

49

134

ハG

3

つ
ρ
4

べU

O

AU

(U

A
)
-

実 劃%実 剃%
τ 薇5
1,076

805
1,631

1・335

711

1,167

747

398

369

5 9.5 1,304

6 8.3 1,083

5 6.2 861

1 12.5 1,452
5 10.3 1,202

5の5

0ゆ9

7
畢
1

0
0

5

3

2

103

85
68

114

95

7125.6

1,28110.1

7505｡9

3813.0

4273｡4

実 剃%

昭 和27年

実 劃%
1,065

945

866

1,071

脳

690

1,007

737

355

306

294

425

162

159'50

3

3

2

2
4

2
3

1

1
0

250

514

168

124

75

90

55

45

45

113

7
・
4

0
9
0
9
Q
V

Aり

0

0

AU

O

AU

7
昭
5

ハ0

1
義

{り

5

5

3

7
・

ll海
5

4
轟
4

3

ハ◎

0

ハU
AU

AU
O

9

2

6

5

7

{b

F◎
4

4

バリ

べ
》
ケ
`
0

5

8

.0

3

9

◎
編
8

6

7

1

…

9の6

8

3

8

5

9
り
9
9

◎
》

5

1

1

8

2

3

5

1

5

舘

99

92

%

…71

70

59

鈎

29

15
4

7

5

4

9

8

乞

9

弘

1}6

0の9

6

2

7

6

3

2

櫨1

7

3

8

◎
V

2

2

1

0

0

6

5

4

4

6

ハU
べ
V
ハリ
(
V
O

243{2｡4
228{2.2
1571｡5
860｡8
660.6
5005

4705

4104

3704

4204

総 数 騰 鷺)1・3・54可 一1・3…51■ ・2・7・3i■ …2461 10,m81一

(詮)%は 総 死亡者 に対す る率 を示す

第4表 結核死亡状況
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(註)死 亡率は人 日1万 に対 ナ る率 を示す

よ りも少な く第4位 になつている｡

石川 県 と全 国の結核死亡状況 を比較す るに第4表 に示

す如 くであつて,死 亡率 は,全 国,石 川県共昭和23年

よ り漸次減少 し,昭 和27年 の死 亡率 は昭和23年 の約

垂に減 少 している｡し か も石川県 の死亡率は全国のそれ

とほぼ同率でて る¢

更に石川県 の結核死亡状況を年令別 ・性別 に分類 した

ものが第5表 であ る｡す なわ ち総数 にお いては男女共死

亡率 は年次的 に漸次減少 しているが,男 子の死亡率は常

に女子 のそれ よりも高 くなつ ている｡

年令的 には,60才 以上の老年層の死亡率が漸 増 してい

る他 は,い ずれの年令層 において も死亡率は減少 して き

てお り,特 に15才 よ り39才 までの音壮年層の死亡率

の減少 は著 明であ る｡

又,性 別 では老年層 におけ る死 亡率の増加及び他 の年

令層 におけ る死亡率の減少は,い ずれ も男子の方 が女子

よりも著明 にして,特 に青壮年層 におけ る死亡率の減少

が男子 に著 しいため,昭 和23年 には10才 か ら19才

に至 る間 にお いてのみ女子 の死亡率が男子のそれ よ りも

高かつ たのか,昭 和27年 には,5才 か ら29才 まで も

の大幅の年令層 において女子 の死 亡率が男子のそれより

も高 くなつ ている｡

型 結核患者 の転帰 につ いて

石川県 の結 核療 養所及 び結核病床20床.以 上を有する

病院 にお ける入院結核患者 の退院当時 の転帰 を示 したも

のが第6表 であ る｡す なわち,全 治(略 治を含む)し て

退院す る患者 については,年 次的な増減は見受け られな

いが,軽 快退院す る患者は年次 的 に増加 し,昭 和27年

には昭和23年 の約25%も 多 くなつてい る｡反 対 に,

不変｡増 悪 ・死亡の転帰に より退 院す る患者は次第に減

少 してい る｡特 に昭和 貯 年の死 亡に よる退 院は,昭 和

23年 のそれ の半数以下 になつ ている｡

W「 ツベル ク リン」反応 成績 について

石川県各保健所及び金 沢市 保健所が実施 した結核集団

検診 における 「ツベル ク リン」反応 検査の成績 を第7表

に掲げ る｡す なわち 「ツベル ク リン」反応陽性率 は,結

核集団検診が一般市 町村民 に まで普及 し実施 され始めた

昭和24,25年 度 よ りも,昭 和26年 度,昭 和27年 度 と

次第 に高 くな り,最 近4力 年聞 に 「ッペル ク リン」反応

陽性率は約15%の 上昇を している｡

更 に年令的 に年次傾向を見 るに,19才 以下 の若令者の

「ツペル ク リン」反応 陽性 率は次 第に上昇 してお り,特 に

0才 よ り9才 までの乳児,幼 児のそれ は著明 に上昇 して

い る｡反 対 に50才 以上 の高令者 の 「ッベル ク リン1反

応陽性率は次 第に下降 している｡そ の結果,29才 まで

の問における 「ツベル ク リン」反応陽 性率の上昇 度は,

昭和24年 度 に比 し昭和 留 年度 は非 常に緩饅 になつて

いるo

一一一24一
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第5表 年 令別性別結核死亡状 況

年 次1年 令 別 ・-4}5-gl・ ・一 ・41・5-・9-25-2913・-34!35i"'"39i4・-4915・-59{6｡以 上1評 一

昭

和

23

年

昭

和

24

年

昭

和

25

年

昭

和

26

年

昭

和

27

年

O

G
σ

4

・
6

数
率

亡
亡

死
死男 4?21・311緊4月 翻 鷺噛{2118

女
死 亡 数
死 亡 率

9

6

1

9
3

7
鐸
ρ◎

つ
0

・
6

計 琵 妄 繁

27・ ・2;16Sl・37194:511

5・6…23・3139・ ・{38・ ・i

,99、月 認4§ 番13;?§2捜11

29:41・7・ ・i・2・51

　9
7491934

24.312、gl20.6

65磯
711海

{76
i43

6.74.0

死 亡 数男
死 亡 率

女 屍 亡 硬{死亡 率

47

8.1

0sl
8・6

1

151i・・1816・

墨 ・7[

2・Ol12.8 1・「

2瓢ぞ綱

多ユ80140

17.6:17.3
く

me6}8792116ig4

52・ 『32・2i34・123・2123・5

計

男

女

計

143118

33.332.8

死 亡 数
死 亡 率

数
率

亡
亡

死
死

i9526

く

8｡32.4 …

32115:

4・7i2・71

死 亡 数
死 亡 率

つ
σ
バリ

5

・
8

鈎
36

噌1

2

3

・
3

1471294

15・5i35・4

1

244178

40.0130.2し
_一

8{3511覇ggi

1.7i7.8 29・5i3・ ・9}

1d65{

3・5L璽
1171

27.9
ユ14i81ミ

30・8124・5

死 亡 数85{4gl

死'亡 率6.34.5 2ぞ悉海2&61謬 §海1211巷1　

死 亡 数

馴 死 亡 率
3

3

4

・
6

噌正

AU

-

・
2

女

計

男

ρ◎

AU

壌
五

,
3

3

5

4

・
6

数
率

亡
亡

死
死

死 亡 数
死 亡 率

死 亡 数
死 亡 率

6

4

0
0

ぴ
6

7

0

2

｡
4

7
昭
5

2

｡
2

9

61

7i3456

1・5i7・614・4

944

2.09｡6

91

21.7

74166
23.924｡4

li,iil"581

21・411.7・6i

1月iζ 懸

18τ碁1§647

28劉22舗14鷲 ・9Sg
l/l

ユ0111541602011,631　
28｡119.7119.0{11.717.1

29τ繍21ぞiii2月7男1119

魏 擁
8965i61552461

16遅 いS,g:・7・7・6・5・2・ ・

女

計

　 ミ

・519i・・1§げ 亨
335ユ9

6・6110・4

死 亡 数
死 亡 率

死 亡 数
死 亡 率

ρ◎

ワ
σ

-

0
1

F◎
11

8τgi・融!21響

311鵬1、5額
1612}9{321

2｡42.22.07.α
{ 轟7鷺

3

2

4

・
3

9

4

4
▲

.
5

4

5

1

●
1

1

9

2

・
1

106

13.1

114

16.8

54

16.4

101

16.8

9&
16・31

37

13｡2

ニ147

i101

14.4{14.0

-.一一._1
}

57[67

11.619.1

941,071

10｡811.2

4759

14｡211.1

goi454

24.31g、9L
.一

33/371e・
S・97・4;8・5

84

14｡0 ・ll夏i・1讐海 §19

(註)死 亡率 は人 日1万 に対 す る率 を示す

第6表 入 院結核患者 の転帰

転論殴
全治又は略治

軽 快

不 変

増 悪

死 亡

昭和23年

実剃%

昭智24年

実剃%

昭和25年

実数i%

45il2・ ・5

655

536

31

426

31.2

25.5

1.5

20｡3

515

593

326

23

414

27.5

31.7

17｡4

1.3

22.1

645

717

372

22

349

30｡6

34.1

17｡7

1.0

16.6

昭和26年

蜘%
642

1,209

484

27

260

24.5

46｡1

18｡4

1.0

10｡0

昭和27年

実劃%

計12・ ・99■ ・例 一i2…5■2・622卜

507

1,506

471

24

254

18｡4

545

17.1

0.8

9.2

2,762-・

(註)%は 総退院患者 に対 す る率 を示す

検診 において,発 見され た結

核患者数及び結 核患者率 は第

8表 に示す如 くである｡す な

わ ち結核患者率 には年次的の

増1威は特 に認 め られないが,

結核集団検診が一般市町村民

にまで普 及 し実施 され始めた

昭和24年 度に較べ ると,昭

和27年 度 にあつ ては検診人

員1,000名 に付,約4・5増

加 している○

更 に年令的 に年次傾 向を見

V結 核 集団検診 における結核患者 るに,0才 よ り4才 までの乳幼児 におけ る結 核患者率は

発見状 況につ いて 著 しく減少 し,昭 和27年 度の結核患者率 は昭和24年

石 川県各保鋤 及 び金沢市保漸 が実 施 した徽 集団 度 のそれのXtseに なつ ている.又,5才 よ りpa才 まで

ノ
ー一 一25-一 一
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の結核患者率は僅かながら増加 して いるが,25才 以上

のそれ は反対 に稻 々減少 してい る｡特 に55才 以 上の高

令者 の結核患者率 は著明 に減少 し,昭 和27年 度 の結核
む

患者率 は昭和24年 度のそれの約 垂か ら約 季になつて

いる｡そ の結果結核患老率は,昭 和24年 度には年令の

進む と共 に多 くなつていたが,昭 和27年 度 には25才

よ り44才 に至 る年令 層に最 も多 くなつている｡

考 按

さて石 川県における最 近5力 年間 の結核 の推移 につい

ては概 略以上 の如 くであ り,結 核罹患 率には特に増減が

ないに も拘 らず,結 核死亡率 は最近5力 年 間の問におい

てすら約 善に減少 し,石 川県が結核予防特 別計画に基 く

事業 を開始 した昭和16年 の人 口1万 対29.84の 結核死

亡率 に比す る と,昭 和27年 の結核死亡率 は 意以上 も減

少 し,特 に青壮 年層 の結核死亡率が激減 した ことは,石
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川県の結核予防施策及 び結核予防法に基 く結核予防事業

が,主 として青壮 年層 に重点を置いて実 施 され たこ とを

裏付 け るものであ るQ

更 に結核死亡率の減少 に加えて,石 川県 の結核療養所

及 び病院 におけ る入院結核患者の転帰 に,死 亡 の激減を

始め病状不変 ・増悪の減少｡治 癒特 に軽快 の増加が見 ら

れるこ とは,昭 和24年10月 に医師に対 しStreptomyein

の配給制度が実 施 されたのを始 め とし,漸 次PAS,TB1,

INAH等 の化学療 法や,胸廓成形術,肺 葉切除術等の外

科的療法が進歩,普 及 した結 果 と考 えられ る｡特 に結核

予防法第34条,第35条 の規定 による結 該療 養費の公

費負担制度は,社 会保障の上 から これ等結核 に対する特

殊療法の普及を一層容易 な らしめ,結 核治癒率の増加,

結核死亡率 の減少 に一段 と拍車をか けた もの と い え よ

う｡

又,石 川県 におけ る最近5力 年問 の結核罹患率には上

述 の如 く特 に増減がない にも拘らず,結 核集団 検診 にお

ける「ッベルク リン」反応陽性率 の上昇及び発見 される結

核患 者率 がやや増加 してい ることは,結 核予防法の施行

に伴 い,結 核 に関す る健康診 断及 び予防接種が漸次普及

徹底 されて来た結 果 と思われ る｡特 に,乳 児｡幼 児にあ

つ ては,「 ツベル ク リン」反応陽性率が著明に上昇 してい

るにも拘 らず,発 見 される結 核患者率が反対 に著 しく減

少 している こと,及 び学令期 よ り青年層までの間 にあつ

て も,rツ ーミル クリン」反応 陽性率の上昇 に比 して発見 さ

れる結核患者率 の上昇が極 めて微 々である ことは,結 核

予防剤 であるB・C・G・ の接 種に よる効果 と解 され る｡

而 して,「 ツベル ク リン」反応 自然陽転者 は,結 核発病

の虞れあ る者 として一定期 聞特 に経過観察 と爾後指導を

必要 とす ることはい うまで もないが,B・C・G・ 接種 の普

及 した今 日,両 者 の鑑 別に関す る攻究を怠つ て い る た

め,B・C・G・ 陽転 者を も自然 陽転者 と同様,結 核発病 の

虞 れある者 として取扱われ ることがたびたび見受 けられ

るが,こ れにつ いてはいささか行過ぎ とも思 わ れ る の

で,結 核集 団検診 において自然陽転 とB｡C.G.陽 転 との

鑑別 に将来 努力す るこ とが,結 核予防 事業 を推進す る上

においての急務 の一つ と考え られ る｡

結 論

昭和23年1月 よ り昭和28年3月 までの約5力 年間

に,石 川県各保健所長及び金沢市長 より石川県知事 に提

出 された結 核に関す る各種報告尋等 よ り,石 川県におけ

る最近 の結核 の推移を調査 した ところ,次 の 結 論 を 得

た｡

1)結 核罹患率については,男 女共年次的 な増減は認
の

められ ないが,常 に男子 の擢 憲率は女子 のそれ よ りも高

く,結 核罹患率は音壮 年層 にあつては減少 してい るが,

幼少年層及び更老 年層 にあつては反 つて増加 している｡

而 して この減少及 び増加は女子 よりも男子 に著 明 で あ

る0

2)結 核死 亡率 は男女共 年次的 に漸次減少 し,昭 和27

年 には昭和23年 の約 登にな り,且 つ,昭 和26年 まで

は国際疾病 傷害及び死因統 計分類表 による主要死因中第

1位 を占めていたが,昭 和27年 には第4位 に下降 して

い る｡而 して結核死 亡率は老 年層 において漸増 している

の他は,い ずれの年令層 においても減少 し,特 に青壮年

層 における減少は著明で あ り,こ の減少及び増加 はいず

れ も女子 より男子 に著明ではあるが,未 だ結核死亡率は

女子 よりも男子 に高い｡

3)結 核療養所及び病院 におけ る入院結核患者 の転帰

は,全 治 ・略治 ・軽 快による退院が年次的 に増加 し,病

状不変 ・増悪 ・死亡による退院は反対 に年次的 に減少 し

ている｡特 に死亡退院 は半数以下 に激減 している｡

4)「 ツベル ク リン」反応陽性率 は,最 近4力 年間に約

15%上 昇 し,特 に若令者 にあつてはB.C.G.接 種の影

響 もあ り漸次上昇 している｡な かんず く乳児 ・幼 児 の

「ツベルク リン」反応陽 性率は著 しく上昇 してい る｡反 対

に高令者のそれは漸次下降 している◎

5)結 核集団検診 において発見され る結核患者率 は,

5才 よ り24才 までの年令層 にお いて霞かながら増加 し

てい るの他 は,す べて減少 している｡特 に乳幼児 ・高令

者のそれは著 しく減少 しているが,全 検診 入員について

発見 される結核患者率は,昭 和24年 度 よ りも昭和27

年度 においてやや増加 している｡

摺筆す るに当 り,終 始御懇篤な る御指導 と御校閲 を賜

つた恩師 日置教授 に深甚の謝意 を捧 げるとともに,種 々

御指導を賜つた杉野石川県衛生部長 に謝意 を表す｡
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